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茨城県 大子町議会 

 

（事績１）政策づくりと監視機能を十分発揮している議会 

 

■県北中央町村議会議長会（近隣町村）との連携 

 町村議会の円滑な運営と町村自治の振興を図ることを目的にした「県北中央町村議会議

長会」という組織が設立されている。現在４町１村の議会が加盟しており、議会に関する情

報連携を図っている。主な活動内容は次のとおり。 

●全議員を対象にした議員研修会を年１回実施 

●議長・副議長及び事務局長を対象にした研修視察を年１回実施 

●議会事務局の職員を対象にした事務局研修会を年１回実施 

 

■議会災害対応マニュアルの策定 

 大子町議会では大子町議会基本条例第 12 条に基づき、平成 26 年 4 月に「大子町議会災

害対応マニュアル確認表」（Ａ4 サイズ 1 枚）を作成し、災害時の議会対応の共通認識を持

った。その後、令和元年 10 月に東日本台風（第 19 号）の影響による中心市街地や役場庁

舎の被災、令和 2 年からは新型コロナウイルスの猛威により、災害や異常事態に対する一

層の危機感が高まった。そこで、町民の生命、生活に影響を及ぼす災害等が発生した場合の

議会や議員の活動方針を明確に定め、「迅速な災害対応、議会の業務継続などの機能を発揮

させることによって、災害等の早期復旧に役立てる」ことを目的として、令和 5 年 1 月に

改めて「大子町議会災害時対応マニュアル」を策定した。 

 

■タブレットを活用した防災訓練の実施 

 令和６年７月に、大子町が主催した防災訓練に合わせ、議会独自の防災訓練を実施した。

訓練の内容は次のとおり。 

① 安否確認と参集メッセージの送受信訓練（事務局から議会タブレットに送信した連絡

事項に対し、自身の安否の状況及び現地対応の可・不可を返信する） 

② 議会災害対策支援会議〔本部〕の設置訓練（正副議長及び議会運営委員長を参集） 

③ 避難所開設の状況確認訓練（担当地区の議員が避難所へ行き、タブレットを使って撮影

した映像や写真のデータを本部や各議員に送信する） 

④ オンラインによる避難所からの状況報告訓練 （zoom を活用した避難所からの中継） 
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（事績２）住民に開かれた議会 

 

■新庁舎による議場の新機能 

令和４年９月からの新庁舎移転に伴い議場機能も移転。新設した庁舎は茨城県産材を 

100％使用（そのうちの 60％が大子産材）した純木造の２階建である。「行政棟」と「議会

ホール棟」に分かれており、議場は議会ホール棟の１階に位置するため、議会傍聴者は議会

ホール棟入口から直接議場に入ることができる構造になっている。議会ホール棟入口から

傍聴席入口までの距離は僅か 10メートルで、エレベーターも階段も使わずに入場すること

ができる。これは設計の段階から「住民に開かれた議会」を意識したもので、議会では「新

庁舎建設検討委員会」を平成 30年５月から設置し、令和４年９月の庁舎移転までに１７回

の委員会を開催して検討を重ねてきた。 

そのほか「住民に開かれた議会」を意識した議場機能の特徴は次のとおり。 

●「林業のまち」の象徴として、大子産のスギなどをふんだんに使用した議場（ほんのり

木の香り） 

●議場と議会事務局が１階にある 

●ドア to ドア（議会ホール棟入口から傍聴席入口までわずか５秒。エレベーターは不要） 

●外に通じる大窓があり、建物内に入らなくても議場が見学できる（議会開会時は閉幕） 

●議場内の傍聴席が満席の場合は、議会ホール棟のロビーや行政棟待合室のモニターで

の視聴、２階の大窓から議会風景を見学することができる（音声は一般質問時のみ対応） 

●ロビーに座り心地の良い木造のイスを常設 

●２階への階段は、バリアフリー法上での一段分の高さが「16 ㎝以下」と定められてい

るところ、それよりも低い「13.8 ㎝」で設計されているため高齢者にもやさしい 

●議場内はバリアフリー化しており、有事の際には一時避難所として活用できる仕様 

※百聞は一見にしかず。庁舎紹介動画をご覧ください。（議場紹介は 12 分付近です） 

 

 

 

 

 

■議員と話そう会 

コロナ禍の収束により、令和４年度から「議員と話そう会」を再開。令和４年度は文教厚

生委員会が中心となって、大子清流高校生 22 名と実施した。令和５年度からは議会運営委
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員会が中心となり、議員全員での対応により実施した。令和６年度の清流高校生との話そう

会では、親近感を持ってもらうため、議員の顔写真とアピールポイントを記した名簿を作成

して配布した。令和５年度までは議会の方から団体に呼びかけ実施してきた。令和６年度か

ら町民や町民団体からの開催リクエストに対応する方式に変更し、既に４団体と開催し、

徐々に申込みが増えている。実施後のアンケートによると「議員を身近に感じた」や「議員

の考えが理解できた」という意見が多数あった。今後も、議会だよりなどで団体募集を広く

呼びかけていく予定である。実施状況は次のとおりで、各団体ともテーマを決めておこなっ

た。 

●令和元年度 大子清流高校、地域女性団体連絡会、大子町老人クラブ 

●Ｒ４年度 大子清流高校（文教厚生委員会主体）  

●Ｒ５年度 高齢者大学、地域女性団体連絡会、ＰＴＡ連絡協議会 

●Ｒ６年度 農業委員会、移住者、黒沢地区女性の会、大子清流高校 

議会だより（NO.219）に「議員と話そう会」の団体募集の記事を掲載 

 

■大子町新春のつどいでの議会報告 

大子町新春のつどいとは、町と議会の共催により実施している事業であり、コロナ禍で自

粛した時期もあったが、令和３年から開催内容を見直して再開した。 

当日の会場には、町内に６６区あるそれぞれの区長や町内企業の代表者、各種団体の代表者

などが一同に介し、例年およそ 200 人の出席者が来場する。 

町執行部からは町長や各担当課長が主要事業の概要を説明し、議会では現在の活動報告

などをおこなっている。議会のプレゼンターを務める議会運営委員長の熱弁が毎年話題を

呼んでいる。 

 

■議会だよりの改善への努力 

 少しでも議会の出来事を身近に感じてもらえるように、議会だよりの編集に気を配り、改

善を心掛けている。 

 ●人事案件などの人物紹介は「氏」を「さん」に変更し、堅苦しさを減らす工夫をして 

いる 

 ●一般質問のＱＲコード（平成 30年発行NO.192 号から貼付）のほか、最近は町の新し

い施設や事業などの紹介動画のＱＲコードなども貼付している 

 ●住民が理解しずらいと思うような専門用語には解説欄を設け、目印として解説者のイ

ラストも貼付している 
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 ●「あん議会(とき)の質問は今！？」とうタイトルで、議員の取組みにより実現した事案

について、きっかけとなった一般質問を振り返り、議会の提言活動を伝える 

 ●「つぶやき議長」という連載コラムで、行政全般にわたる見解を、議長の私見で執筆、

身近に議会を感じてもらう狙いがある 

 ●「わくわくわたしの夢」という中学生の夢や希望を語るコーナーを連載。議会だよりへ

町民の関心が高まることを期待している 

 

 

 

（事績３）議員のなり手不足に真摯に向き合いその対策を講じている議会 

 

■議員報酬改定（令和６年４月１日施行） 

 令和５年 12 月定例会において、「大子町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例」の一部改正が可決され、32 年ぶりに議員報酬額が見直された。町議会選挙を 3 ヶ月後

に控えた、通常では避けるタイミングの決定であった。 

背景としては、全国的な議員のなり手不足が深刻化するなか、町の将来を託せる議員のを確

保するためにも、報酬の在り方を考える必要があるということで、令和５年９月に「議員報

酬検討特別委員会（以下「委員会」）」を設置して検討を重ねてきた。委員の中には「選挙の

前は控えて改選後に時間を掛けてじっくりと検討したほうがよい」という意見もあったが、

「次期改選のなり手不足解消に報酬額の見直しは必須」という考えのもと、限られた期間の

中、５回の委員会にて次のような調査をおこなった。 

●地方議会の課題 ●大子町における議会改革の取組 ●近隣・類似団体等との比較 

●原価方式による比較 ●全国町村の報酬見直しの事例 ●報酬減額条例の検討 

 その後「大子町特別職報酬等審議会」からの答申を受け、第 6 回委員会の場で、答申の内

容を委員全員で確認し、議員提出議案を定例会に提出し可決に至った。（別表のとおり） 

 今回の改選では、辛うじて無投票の事態を回避することはできたが、報酬の見直しが 

契機となって、若い世代の候補者が増えることに期待したい。 

 

 

 

 

 

役職名 改正前 改正後 差額 

議 長 ３０万円 ３５万円 ５万円 

副議長 ２７万円 ３３万円 ６万円 

議 員 ２５万円 ３１万円 ６万円 
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■大子清流高校生と議員との話そう会 

 令和元年に「大子町が大好き！議員と話そう会」という名称でスタートしたこの事業は、

今年で３回目。議会を身近に感じてもらい、将来、議員になるきっかけになればとの願いが

込められている。 

町内にある県立大子清流高校には「森林科学科」という農林業に特化した専門的知識を学

ぶことのできる学科があり、「林業のまち」に欠かせない高校である。町からは多くの事業

支援や補助金が予算化されており、変わり種としては「高校への給食提供事業」などもおこ

なわれている。コロナ禍の影響により実施できない期間が続き、久々に聞く高校生の話や発

想はとても新鮮であり、議員自身の刺激にもなった。 

令和元年に実施した話そう会では「グループ学習や話をしながら勉強のできる場所がほ

しい」という高校生の意見があり、そのことを議員が一般質問で取り上げて、「今後建設が

見込まれる交流センターに勉強スペースコーナーを設けては」と提案。そして迎えた今年６

月、「大子町交流拠点施設」がオープン。その一角には、多目的スペースとして学習やグル

ープワークのできるスペースが設けられ、高校生の願いが「議員と話そう会」によって、ひ

とつの形になった。（議会だより NO.218 に掲載） 

今まで実施してきた話そう会のテーマは次のとおり。 

●令和元年７月  テーマ：「大子町が大好き！議員と話そう会」 

●令和５年３月 テーマ：「町の魅力と課題・町の理想像・理想を実現するために」 

●令和６年 10 月 テーマ：「大子町の課題の解決のためにできること」 

今年 10月の話そう会では、生徒から「議員になるにはどうすればいいのか」という質問 

が飛び出し、全議員が身を乗り出す場面もあった。 

今はただ芽生えた気持ちがすくすく育ってくれることを祈るばかりである。今後たくさん

の生徒の中に同じ気持ちが芽生えるように、継続して話そう会を実施し、議員の見本と存在

を示していきたい。 

 

■子ども議会 

 大子町子ども議会は、平成 27 年に町制 60 周年を記念して始まった。令和元年度から令

和２年度まではコロナ禍の影響により中止していたが、令和３年度からオンラインにより

議会を再開。今までに 168 人の子ども議員が誕生し、質問席に立って一般質問を展開。そ

の中で実際に具現化された事業も数多く存在する。 

子ども議会は毎年町と議会の共催事業として実施しているが、実際の事業主体は教育委員
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会でおこなっており議員の役割は傍聴のみに留まっていた。「子ども議員のために先輩議員

として何かしてあげたい」という意見のもと、令和 3年度から広報委員会が中心となって 

 

次のような事業を実施してきた。 

●令和３年７月 オンラインによる子ども議会開催 

  ・別室でモニターによる視聴  ・議会だよりへの掲載（NO.206）  

  ・議員からのメッセージ（広報委員長） 

●令和４年７月 オンラインによる子ども議会開催 

  ・別室でモニターによる視聴  ・議会だよりへの掲載（NO.210） 

  ・子ども議長団と正副議長との対談 

●令和５年７月 庁舎移転後初めての子ども議会 

  ・傍聴席での観覧  ・議会だよりへの掲載（NO.214） 

   ・議員からのメッセージ  ・議長の座（席）お貸しします！ 

●令和６年７月 子ども議会 

・傍聴席での観覧  ・議会だよりへの掲載（ＮＯ.２１８） 

   ・議員からのメッセージ  ・議長室を大開放！ 

 

■議会だよりに『子どもたちの夢』を連載 

年４回発行している議会だよりに、毎号「わくわくわたしの夢」というタイトルで、中学

生の書いた原稿を掲載している。平成 28 年８月発行の第 186 号から掲載が始まり、令和６

年８月発行の第 218 号までに 32人の子どもたちの夢を紹介してきた。 

 

 

 

（事績４）地方議会・地域活性化のために特別な取組みをした議会 

 

■次世代につなぐ森林づくり     

大子町議会では、平成 23 年８月から「大子町森林・林業・林産業活性化促進議員連盟」

を設置し、「林業のまち」を象徴する様々なイベントに参加している。令和５年 11月に開催

された全国育樹祭では、茨城県で 34年ぶりに開催されたこともあり、大子町でも併催事業

として「育林交流会」が開催された。当日は、議員も森林づくりに参画する企業団体など幅

広い参加者の一員として出席した。 
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また、「次世代につなぐ森林づくり」と称された植樹体験等イベントにも積極的に参加し

て、林業の知識を修練している。植樹イベントの内容は次のとおり。 

●令和５年４月 大子清流高校の生徒や地域の林業従事者と共に植栽活動のイベントへ

参加し、町有地に約 1,600 本の苗を植栽した。（議会だよりNo．214 号掲載） 

●令和６年５月 町内中学校の生徒と共に、近代林業における高性能林業機械による伐

採や造材などを見学。その後の植栽体験では、議員を含む参加関係者 86 人の手によって

約 800 本のスギやヒノキを植栽した。（議会だより No．218 号掲載） 

 私たちのフィールドは議場だけにあらず、時には野山、時には田畑を駆け巡り、ネク 

タイの代わりにタオルを巻いて、長靴を履いて、今日もまた議員活動に励んでいる！ 

 

■大子町公営塾「ことのば」と議会のコラボレーション 

 令和５年９月に開設した大子町公営塾「ことのば」は、大子清流高校に通う生徒を対象に

した、大子町が運営する公営塾であり、受講費は無料。開設の目的は、生徒の学力向上や希

望進路の実現を手助けし、人口減少が著しい町で唯一の県立高校（通学制）の魅力向上を図

り「選ばれる高校」を目指すこと。令和 6年 9 月末時点での通塾者は 77 人。              

 「高校生にも議会だよりを読んで議会に関心を持ってもらいたい」という想いから、広報

委員会が発動。表紙のデザインと議会だよりの１ページ分の記事（企画）を任せるといった

内容を「ことのば」の塾長に依頼したところ、２人の生徒が興味を示してくれた。短い期間

で、町中を走り回って作り上げた表紙がこちら。 

 このデザインは、令和６年３月におこなわれた町議会選挙のポス 

ターにも採用して、行政棟や議会ホール棟のロビーに設置した。   

 （議会だより No．２１6 号掲載） 

 

■防災士の積極的な資格取得 

 大子町議会の議員は 11人中５人が「防災士」の資格を取得しており、資格者全員が議員

になってから取得したもので、議会全体の防災に対する知識と意識は高い。 

 令和６年３月に議員改選があり、現在の議員定数は 11人。大子町の面積は 325.76 

km2なので災害時、地政学的に見ると議員 1人あたり約 30 km2 （325．76÷11＝29.614545・・）

を受け持つことになるので、議員個人の対応力が求められる。  

防災士の人数は現在 5 人であるが、改選後の新たな議員にも積極的な資格取得を促し、

いざという時の災害から地域を守れるよう議会全体の防災力アップを図っていきたい。 

 


